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11
月
5
日
、
釧
路
教
育
局
と
釧

路
総
合
振
興
局
が
連
携
し
、
釧
路

管
内
の
高
校
生
を
対
象
に
高
等
学

校
職
場
見
学
ツ
ア
ー
（
農
業
コ
ー

ス
）
が
実
施
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
及
び

農
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
ツ
ア
ー
は
、
求
職
と

求
人
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
い

る
企
業
・
業
種
に
対
す
る
理
解
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
農

業
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
、
管
理
部
の
成
戸
係

か
ら
、
資
料
等
を
使
い
Ｊ
Ａ
事
業

や
組
織
概
要
、
組
合
員
と
の
関
係

な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
そ
の

後
、
各
部
署
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

農
場
見
学
で
は
、
幌
呂
の
㈲
協

栄
農
場
で
、
搾
乳
施
設
や
フ
リ
ー

ス
ト
ー
ル
牛
舎
な
ど
を
見
学
し
、

藤
澤
社
長
か
ら
親
切
丁
寧
に
説
明

を
し
て
頂
き
、
生
徒
達
は
酪
農
現

場
に
触
れ
る
事
で
酪
農
の
多
く
を

学
び
ま
し
た
。

　

少
し
で
も
農
業
に
つ
い
て
興
味

を
持
っ
て
も
ら
い
職
業
を
決
め
る

選
択
肢
の
一
つ
に
し
て
頂
け
た
ら

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

高等学校職場見学ツアー 受入
～ 農業に関わる仕事について学び理解を深める ～

農業・ＪＡ・食との関わりなどについて学ぶ

藤澤社長が搾乳ロボット付ロータリーパーラーについて説明

様々な酪農資材を前に

説明する成戸係
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11
月
18
・
19
・
30
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
実
施
し
各
地
区
で
女

性
部
に
よ
る
「
も
の
作
り
講

習
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

音
別
支
部
の
成
田
洋
子
さ

ん
が
講
師
と
な
り
、
白
糠
支

部
16
名
、
鶴
居
支
部
・
幌
呂

支
部
18
名
、
音
別
支
部
６
名

　

11
月
10
・
17
日
の
両
日
、

鶴
居
と
白
糠
の
２
会
場
で
常

勤
役
員
、
監
事
、
職
員
、
子

会
社
を
対
象
と
し
た
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央

会
根
釧
支
所 

大
関
主
査
を

の
部
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

部
員
達
は
、
成
田
講
師
の

指
導
の
も
と
、
し
め
縄
や
リ

ー
ス
の
基
本
と
な
る
か
た
ち

を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い

思
い
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
作
り

上
げ
、
ど
れ
も
大
変
良
い
出

来
栄
え
と
な
り
ま
し
た
。

迎
え
、「
不
祥
事
を
発
生
さ

せ
な
い
職
場
づ
く
り
に
向
け

て
」
と
題
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
と
は
何
か
、
不
祥
事

発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
対

策
、
組
織
維
持
の
た
め
の
３

要
素
（「
使
命
」「
活
力
」「
規

律
」）
な
ど
に
つ
い
て
学
び

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
的
に
研
修
会

等
を
実
施
し
、
不
祥
事
未
然

防
止
対
策
等
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

女性部 もの作り講習会 開催

コンプライアンス研修会を実施

～ 試行錯誤を重ねつつ思い思いのしめ縄・リースが完成!! ～

成田講師

白糠支部

音別支部

講師：大関主査

白糠会場

鶴居会場

鶴居・幌呂支部
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ＪＡ各部署のご紹介です!!
職員の顔ぶれをご紹介致します。今回は、金融共済部です!!皆様のお越しを心よりお待ちしております!!

不藤 佑希菜　　鈴木 久美子　　共済推進係長/野々村 典亮　　共済係長/藤原 静雄　　門脇 ちか子
融資係長/髙井 佳美　　融資課長/八木澤 祐樹　　金融課長/高田 栄子　　北川 和美　　山本 雅代
　　　　【金融課】　◇貯金業務、為替業務
　　　　【融資課】　◇貸出業務
　　　　【共済課】　◇推進業務、引受・異動業務、保全管理業務、査定業務
　　　　　　　　　　　契約者サービス業務、保険代理店業務

部長／丹羽　　満

3
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～ 日常業務の様子も併せてどうぞ ～
皆様のお越しを心よりお待ちしております!!

幌呂支店

松原 洋子　　金融共済課長/山村 正幸　　金森 彰美
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白糠支店

門　彩夏　　長屋 快斗　　今野 佳奈
八木 優紀　　融資係長/池田 直哉　　金融共済課長/矢部 哲也　　手塚　恵
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音別支店

北村 千春　　金融共済課長/石井 公道　　村上 千春　

窓口でなんなりとお声かけ下さい!!
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営 農 部 職 員 勉 強 会 を 実 施 !!
～ 営農計画書の作成等について学ぶ ～

　

11
月
12
日
、
鶴
居
事
務

所
で
、
当
Ｊ
Ａ
営
農
職
員

を
対
象
と
し
た
勉
強
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
勉
強
会
は
、
８

月
27
日
に
実
施
し
た
勉
強

会
の
２
回
目
で
、
営
農
相

談
課 
鈴
木
係
長
が
講
師

と
な
り
、
営
農
計
画
書
を

作
成
す
る
目
的
や
ポ
イ
ン

ト
、
組
勘
制
度
の
主
旨
や

機
能
、
農
家
個
々
に
合
っ

た
（
寄
り
添
っ
た
）
営
農

計
画
の
樹
立
な
ど
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
実
際
に
営
農

計
画
書
を
作
成
し
、
疑
問

点
を
質
問
し
な
が
ら
理
解

を
深
め
、
新
年
度
の
営
農

計
画
樹
立
に
あ
た
っ
て
活

か
す
こ
と
の
出
来
る
勉
強

会
と
な
り
ま
し
た
。

講師：鈴木係長

オンライン通信で参加する
高橋係長

Ｊ
Ａ
人
事
管
理
制
度
研
修
会

　

北
海
道
「
釧
路
」
就
農
相
談
会
in

大
阪
が
11
月
13
日
、
イ
オ
ン
コ
ン
パ

ス
大
阪
駅
前
会
議
室
に
て
開
催
さ

れ
、
当
Ｊ
Ａ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
状
況
を
鑑
み
、
農
業
支

援
課 

高
橋
係
長
が
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
日
は
新
・
農
業
人
フ
ェ

ア
（
大
阪
）
が
ハ
ー
ビ
ス
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ａ
に
て
開
催
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
同
様

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
、
両
日
合

わ
せ
て
７
組
の
相
談
を
受
け
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は
就
農
希

望
者
や
酪
農
実
習
希
望
者
の
方
々
と

の
貴
重
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

機
会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も

出
展
し
担
い
手
確
保
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

11
月
13
日
、
鶴
居
事
務
所
で
、
課

長
職
及
び
採
用
２
年
以
内
の
職
員
を

対
象
と
し
た
人
事
管
理
制
度
研
修
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
中
央
会
根
釧
支
所
大
関
主
査

を
講
師
に
招
き
、
課
長
職
の
考
課
者

訓
練
で
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
っ
た
事
例

演
習
を
中
心
に
行
な
い
、
採
用
２
年

目
以
内
の
職
員
は
、
人
事
考
課
の
基

礎
知
識
と
実
務
上
の
留
意
点
等
を
学

び
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

北
海
道「
釧
路
」就
農
相
談
会
in
大
阪

新
・
農
業
人
フ
ェ
ア（
大
阪
）

講師：大関主査
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

令
和
２
年
釧
路
中
西
部
管
内
の
気

象
経
過
と
飼
料
作
物
生
育
経
過
を
振

返
り
ま
し
ょ
う
。

○
気
象
経
過

　

令
和
２
年
の
融
雪
期
３
月
13
日
と

早
く
、
４
月
の
気
温
は
平
年
を
下
回

り
、
日
照
時
間
・
降
水
量
は
平
年
並

み
で
推
移
し
た
。
５
月
の
気
温
は
平

年
を
下
回
る
時
期
も
あ
っ
た
が
平
年

よ
り
高
く
、
日
照
時
間
は
下
旬
で
多

く
、
降
水
量
は
平
年
以
下
で
あ
っ
た
。

６
月
は
高
温
で
推
移
し
、
日
照
時
間

は
上
旬
以
降
は
募
照
、
降
水
量
は
平

年
以
上
で
あ
っ
た
。
７
月
の
気
温
は

上
旬
が
高
く
以
降
は
平
年
並
み
、
募

照
・
少
雨
で
経
過
し
た
。
８
月
は
高

温
で
経
過
、
日
照
時
間
は
中
旬
で
多

く
、
降
水
量
は
少
雨
で
経
過
し
た
が

下
旬
に
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が
あ
っ
た
。

９
月
は
気
温
は
平
年
よ
り
高
く
、
募

照
で
、
降
水
量
は
中
・
下
旬
で
平
年

を
上
回
る
降
水
が
あ
っ
た
。
10
月
は

気
温
は
平
年
よ
り
高
く
、
日
照
時
間

も
平
年
よ
り
多
く
、
降
水
量
は
平
年

よ
り
多
か
っ
た
（
図
１
）。

　

○
牧
草　
(

以
降
表
１
参
照
）

【
１
番
草
の
生
育
】

　

令
和
２
年
は
融
雪
も
早
く
萌
芽
は

平
年
よ
り
４
日
早
か
っ
た
。
萌
芽
後

の
生
育
は
平
年
並
み
で
推
移
し
た
が
、

５
月
下
旬
以
降
の
気
象
に
よ
り
出
穂

は
平
年
よ
り
２
日
早
か
っ
た
。

【
１
番
草
収
穫
作
業
】

　

１
番
草
収
穫
は
平
年
よ
り
４
日
早

く
始
ま
っ
た
が
、
収
穫
終
わ
り
は
ほ

ぼ
平
年
並
み
に
終
了
し
た
。

【
２
番
草
の
生
育
】

　

募
照
・
少
雨
の
影
響
に
よ
り
平
年

よ
り
遅
れ
て
推
移
し
た
が
、
８
月
の

気
象
に
よ
り
平
年
並
み
と
な
っ
た
。

【
２
番
草
収
穫
作
業
】

　

２
番
草
収
穫
は
平
年
よ
り
９
日
早

く
始
ま
っ
た
が
、
個
人
に
よ
る
収
穫

面
積
が
多
い
こ
と
か
ら
収
穫
終
わ
り

は
平
年
並
み
と
な
っ
た
。

【
収
量
】

　

収
量
は
年
間
生
総
重
で
平
年
対
比

97
％
、
１
番
草
で
92
％
、
２
番
草
で

107
％
と
な
り
ま
し
た
。

○
サ
イ
レ
ー
ジ
用
と
う
も
ろ
こ
し

【
耕
起
・
は
種
作
業
】

　

４
・
５
月
は
降
雨
も
少
な
く
耕
起
・

は
種
作
業
が
順
調
に
進
み
播
種
終
わ

り
は
平
年
よ
り
５
日
早
か
っ
た
。

【
生
育
・
登
熟
】

　

出
芽
は
は
種
後
の
低
温
も
あ
り
平

年
並
み
と
な
っ
た
。
出
芽
後
の
生
育

は
６
月
は
気
温
も
あ
り
順
調
な
生
育

で
推
移
し
た
も
の
の
、
７
月
に
入
り

平
年
並
み
の
生
育
状
況
に
戻
っ
た
も

の
の
、
８
月
の
気
温
の
上
昇
に
よ
り

雄
穂
抽
出
期
は
３
日
、
絹
糸
抽
出
期

は
２
日
そ
れ
ぞ
れ
平
年
よ
り
早
く
、

更
に
登
熟
も
早
ま
り
、
乳
熟
期
４
日
、

糊
熟
期
６
日
、
黄
熟
期
７
日
と
そ
れ

ぞ
れ
平
年
よ
り
早
か
っ
た
。

【
収
穫
作
業
】

　

登
熟
が
平
年
よ
り
早
か
っ
た
こ
と

か
ら
収
穫
作
業
も
平
年
よ
り
５
日
早

く
始
ま
り
、
作
業
も
順
調
に
進
み
平

年
よ
り
５
日
早
く
終
了
し
た
。

【
収
量
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

収
量
は
平
年
対
比
で
生
総
重
105
％
、

乾
物
総
重
113
％
、
推
定
Ｔ
Ｄ
Ｎ
収
量

116
％
と
な
り
ま
し
た
。

○
最
後
に　

　

令
和
２
年
度
は
、
牧
草
収
量
は
少

な
か
っ
た
も
の
の
、
サ
イ
レ
ー
ジ
用

と
う
も
ろ
こ
し
は
豊
作
の
年
と
な
り

ま
し
た
。

　

気
象
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
作
業
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
作
成
し
、
早
め
に
準
備
を
行

い
、
作
物
の
生
育
状
況
、
ほ
場
状
況

を
確
認
し
、
安
全
第
一
で
作
業
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

令
和
２
年
の
気
象
経
過
と

　
　
　

飼
料
作
物
生
育
経
過

項　目 月　日 項　目 月　日
萌芽期 4/19(+4) 播種始 5/13(+3)
出穂始 6/12(+2) 出芽期 6/1(+1)
出穂期 6/19(+2) 雄穂抽出期 8/3(+3)
1番草収穫始 6/15(+4) 絹糸抽出期 8/5(+2)
1番草収穫終 7/13(±0) 乳熟期 8/28(+4)
2番草収穫始 8/14(+9) 糊熟期 9/7(+6)
2番草収穫終 9/25(+1) 黄熟期 9/23(+7)

収穫始 9/19(+5)
収穫終 10/4(+5)

　表１　令和２年　平年値（生育・農作業）

図１　　令和２年　気象経過

牧　草 サイレージ用とうもろこし
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釧路市(釧路測候所)

牧　　草 サイレージ用とうもろこし

項　目 月　日 項　目 月　日

萌芽期 4/19（＋4）播種始 5/13（＋3）

出穂始 6/12（＋2）出芽期 6/1（＋1）

出穂期 6/19（＋2）雄穂抽出期 8/3（＋3）

1番草収穫始 6/15（＋4）絹糸抽出期 8/5（＋2）

1番草収穫終 7/13（±0）乳熟期 8/28（＋4）

2番草収穫始 8/14（＋9）糊熟期 9/7（＋6）

2番草収穫終 9/25（＋1）黄熟期 9/23（＋7）

月日はＲ２平年値（最豊凶年 
を除く5/7年）、（ ）はＲ２遅速

収穫始 9/19（＋5）

収穫終 10/4（＋5）

図１　令和２年　気象経過

表１ 令和２年 平年値（生育・農作業）

普
及
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

は
こ
ち
ら
→
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家 畜 改 良 課 か ら の お 知 ら せ

㈱植田牧場生産ホルスタイン雄牛一般供用精液販売開始　　

　日本国内におけるホルスタイン種雄牛の後代検定は、毎年200頭程の若い種雄

牛を対象として実施され、それらの娘牛の乳検記録および体型審査記録が得られ、

遺伝的に優れていることが証明された一部の種雄牛のみが一般に供用されます。

　2020年８月、乳用種雄牛評価成績（ＮＴＰ）が公表され、幌呂地区組合員（株）

植田牧場より生産された種雄牛アワープライド スノーボール ＥＴ号がＮＴＰ評価

第25位で公表されました。今までゲノミックヤングサイアーとして販売されてお

りましたが、今回の成績公表に伴い新規供用種雄牛として精液の販売が始まり、国

内において上位40位の種雄牛が推奨されていることから、当ＪＡ家畜改良課でも

推奨取り扱い精液として現在使用しております。

　「スノーボール」は、高能力と乳器に定評のある「クツキー」ファミリーの流れ

を汲む母ラルマ スーダン ＳＵＡ カーメル ＥＴに「レツト イツト スノー」を交配

して富良野市（有）三好牧場で受精卵として作出されました。三好牧場より（株）

植田牧場で受精卵を譲り受け受精卵移植され、平成27年１月７日に本牛が誕生致

しました。

　その後（一社）家畜改良事業団盛岡種雄牛センターで、後代検定雄牛として待機

しておりました。本牛の産乳能力は、乳脂量は低いものの、乳量1,195㎏（第15位）、

乳蛋白量55㎏（第７位）、無脂固形分量122㎏（第15位）とファミリー譲りの高

能力を発揮し、体型面でも決定得点+1.24（第８位）、肢蹄+0.59（第８位）、乳

器+1.47（第12位）と高い改良力を誇ります。特に尻の角度と後肢側望は理想的で、

搾乳性の良さも魅力です。

　また「スノーボール」の妹ＲＣＡ ラルマ ジエダイ クツキー号も鶴居村で３戸の

シンジケートで導入され受精卵の採卵などで優秀な遺伝子が増えることで、これか

ら益々の活躍が期待されます。
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飲酒を伴う
懇親会など

狭い空間
での

共同生活

 大人数や
長時間に

およぶ飲食

マスク
なしでの

会話

居場所の
切り替わり

いつでもマスク
気をつけたい「５つの場面」

いつもと違う、
  初めての冬

「ありがとう」が感染予防の輪をつくる

●マスク着用・三密回避、室内換気を　●会話は静かに　●集まりは少人数・短時間で  
●手洗い・アルコール消毒を　●体調不良時、発熱時は出かけないこれからも守って欲しいこと

新型コロナウイルス感染症対策推進室
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道民の皆様は、新北海道スタイルを徹底

事業者の皆様は、７つのポイントプラス１を徹底

として、感染防止対策

新北海道スタイル

７つのポイントプラス１

徹底をお願いします。

と

の

■北海道新型コロナウイルス感染症健康相談センター

0800-222-0018（フリーコール）
道庁 コロナ

検索 ※札幌市・旭川市・函館市・小樽市にお住まいの方は、
各市の保健所へお電話ください。

12



※Jミルクホームページより転載

13

　北海道信連では、環境保全や地域美化の観点
から、「ＮＰＯ法人　北海道市民環境ネットワー
ク」が運営する「ラブアース・クリーンアップ運動
in北海道」に参加し、事務所周辺の清掃活動を
行っています。今年度は、新型コロナウイルス感
染拡大の影響に留意したうえで、札幌では１０月に
市内の職員住宅周辺
で実施いたしました。
全道各支所において
も、状況を見極めな
がら順次活動を実施
しています。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を
守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図るこ
とを目的として、広報誌「すまいる」を発行してお
ります。年３回発行しており、様々な医療・健康情
報を発信しております。秋号においてはプレゼント
付アンケートのコー
ナーもございます。
　是非、ＪＡ北海道
厚生連のホームペー
ジをご覧いただきア
ンケートへのご協力
をお願い致します。

　ＪＡ共済では、『自動車共済お見積りキャン
ペーン』を実施しております。インターネットに開
設したキャンペーンＷｅｂサイトへご応募いただ
いた方の中から、抽選で総計１２,０００名様に家電な
どの素敵な賞品が当たります。キャンペーンは令
和３年３月３１日㈬までです。この機会にＪＡ共済
のホームページにアクセスいただけますようお待
ちしております！
ＪＡ共 済 ホ ーム
ページアドレス
https://www.ja-
kyosai.or.jp/

　ホクレンは、会員ＪＡ・生産者向けに発行して
いる営農情報誌「アグリポート」と連動した動画
情報などを提供する「アグリポートチャンネル」を

「ＹｏｕＴｕｂｅ」に開設しました。ＵＲＬは以下の通
りで、新型コロナウイルスの影響により今年は現
地開催を見送った「ホクレンフィールドデー」のオ
ンライン版動画などもアップしています。
https://www.yo
utube.com/chan
nel/UC4Dt4CyX
yMsKSVto
fG4dprw

ＪＡグループ北海道の連合会の活動内容を紹介
します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサ
イトをご覧ください。

ＪＡグループ通信 ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連

ホクレン

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ北海道厚生連

　北海道教育委員会、北海道コンサドーレ札幌、北海道教育大学、ＪＡグループ北海道の４者は、北
海道の将来を担う子供たちが未来に向かってたくましく成長していくことを支援するため、子ども食堂の
支援を行っております。しかし、コロナ禍において子どもたちが集まって食事をとることができないため、
支援活動ができない状況が続いております。そこで、コロナ禍においても支援することを検討した結果、
ＪＡグループ北海道において、ＡＧＲＩＡＣＴＩＯＮ！ＨＯＫＫＡＩＤＯの取り組みの一環として、食育動画
を配信することといたしました。動画は３タイプあります。ＪＡグループ北海道のホームページで公開し
ておりますので、是非ご視聴ください。また、お子様が動画を視聴していただき、保護者の方がアンケー
トに答えていただくと抽選で文房具のプレゼントがありますので、是非、こちらへの応募もお待ちしてお
ります！

http://ja-dosa
nko.jp/suppor
ter/movie_syo
kuiku/

①小学校低学年用
　《北海道の農業》

②小学校高学年用
　《食料自給率》

③中高生用
　《食料自給率》 ●ＱＲコード ●ＵＲＬ



※Jミルクホームページより転載

海のミルク「かき」と陸のミルクの共演

かきと野菜のみそミルク鍋

　

【作り方】
１．かきはざるに入れ、うすい塩水の中でふり洗いを
し、水けをきる。

２．たまねぎはくし形に切る。エリンギは縦に４つに
切る。長い場合は長さも半分に切る。にんじんは
ピーラーで縦に薄くむき取る。水菜は４～５㎝の
長さに切る。

３．合わせみその材料を合わせる。
４．土鍋にだし、たまねぎ、エリンギを入れて中火に
かけ、煮立ったら弱火にし、ふたをして５～６分
間煮る。合わせみそを溶き入れ、①を加える。

５．かきに火が通ったら牛乳を加え、温まってきたら
にんじん、水菜を入れ、ひと煮する。

今月のミルク
レシピ

材　料（２人分）
かき	 200g	 エリンギ	 2本
たまねぎ	 1コ	 水菜	 40g
にんじん	 1/2本
＜合わせみそ＞
みそ	 大さじ3	 だし	 300ml
砂糖	 大さじ1/2	 牛乳	 180ml
みりん	 大さじ1/2	 塩
酒	 大さじ3

※牛乳は体脂肪率のコントロールにも効果あり！
　�中高生女子を対象に牛乳の摂取量と体脂肪率の関係
を調べると、1日「400ml」以上飲む群がほとんど飲
まない群よりも体脂肪率が明らかに低いという結果
が出ています。
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今回の答えは２月号に掲載するよっ！！

年に１度の感謝企画
今回12月号の問題に対する当選者には、

豪華景品を用意しております。どしどし応募下さい!!
どれが当たるかはお楽しみに!!

ハムギフト
１名

ゆめぴりか5㎏
１名

ムーミンバレー
ベリーセット

１名

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヶ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

まちがいさがしにチャレンジ!!
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～

キ
リ
ト
リ

まちがいさがし 12月の答え

住所

氏名

ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。

電話番号
ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

・�正解者３名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。
　�なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただきます。

《応募方法》
・�左の部分を鶴居事務所 管理課まで

�FAX（0154-64-2315）をいただくか、切り取ってい
ただき各事務所へ提出してください。

《締め切り》2021年1月13日まで
　当選者の発表は2月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

15
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き
コ
ー
ナ
ー

・�今年もあと少しです。一年色々ありがとうございました。良い年に
なります様に。� （Ｓさん）
・年末忙しいですが
　お体大切になさっ
　て下さい。

（ココ＆くろさん）
・�休んではくれないコロナ、鶴居はほんとうにしあわせ、楽しい正月
を過ごして下さい。� （Ｍさん）
・�アーアー昨日もコロナ今日もコロナ明日も又と、何時まで続くのか
コロナと核のゴミ� （Ｔさん）
・�これからの季節、朝、夕の道路のブラックアイスバーンに要注意！
� （Ｙさん）

ID→jakushirotancho

ＪＡくしろ丹頂ホームページ

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ 今年は、新型コロナウイルス感染症が大流行し、世界各国、そして日本でも感染拡大
が広がり猛威を振るいつづけており、その勢いは収まる気配がありません。感染拡大
で重症者、死亡者が急増しており、医療体制・病床の確保・自衛隊看護師の派遣等、国・
道・各地域が国民の命を守るため全力で対応しております。見えない敵に打ち勝つた
め、感染症対策の徹底が叫ばれているなかで、今回の記事にも掲載しております「マ
スク着用・消毒・手洗い・３密の回避・こまめな換気」などの「新北海道スタイル、
７つのポイントプラス１」を今後も徹底して参りましょう。
□ 本年も、広報誌たんちょうの作成にご協力頂き誠にありがとうございました。2021 年
が皆様方にとりまして、実り多い年となりますよう心より願っております。（久保田）

■令和２年度 　生乳生産実績（11月）
月計乳量（kg） 11月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,259,666.7 102.6 68,452,351.2 100.9
鶴 居 地 区 3,174,053.8 104.3 26,301,888.0 102.1
幌 呂 地 区 2,297,194.9 107.6 18,637,513.6 104.4
白 糠 地 区 1,463,848.8 92.4 12,362,244.0 92.9
音 別 地 区 1,324,569.2 102.6 11,150,705.6 102.1

管 内 計 42,209,963.2 99.7 358,536,944.6 101.0
（前年度管内計） 42,340,213.0 354,824,682.2

理　事　会　報　告
11月定例理事会　令和２年11月27日（金）

報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．１０月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．�大家畜特別支援資金による借換対象資金に係
る延納利息の減免について

６．�信用力評価システムを活用した信用格付区分に
よる対処方針の設定について

７．理事に対する資金の貸付報告について
８．委託内部監査の報告について

�付議事項　�
議案第１号　融資の承認について
議案第２号　固定資産の取得について

その他協議事項　�
１．当面の業務日程について

辞　　令　　発　　令
氏　　名 新　所　属 旧　所　属

小　野　村　大 購買部　生産資材課白糠店係 営農部　農業支援課農業支援係
廣　田　勇　海 購買部　生活課音別店係 購買部　生産資材課白糠店係

（令和２年12月１日付）

・Ｓ さん　　・Ｈ さん　　・Ｙ さん
おめでとうございます!! 11月号の当選者

2 3 6 9 1211月号の答え
2 家の照明が消えている　　3 カーテンのひもが短い
6 匂いの線が違う　　9 ろうそくの溶け方が違う
12 ポットの模様が違う

まちがいさがしに

チャレンジ!!
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部門
年月日

各 地 区 の 事 務 所
販　　売 家畜改良 生　　乳 哺育育成

センター
幌　　呂
育成牧場管理・共済 金　　融 営　　農

令和
２年12月24日㈭ 一般市場（初生のみ） 通 常 業 務

12月25日㈮
12月26日㈯
12月27日㈰
12月28日㈪
12月29日㈫ 業務納め 業務納め 業務納め

12月30日㈬ 業務納め

12月31日㈭ 業務納め＊

令和
３年1月1日㈮

1月2日㈯ 業務始め＊

1月3日㈰
1月4日㈪ 業務始め

1月5日㈫ 業務始め・初生集荷

1月６日㈬ 業務始め 業務始め

部門
年月日

購買・鶴居 購買・幌呂 購買・白糠 購買・音別
生活店舗 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材

令和
２年12月24日㈭

12月25日㈮
12月26日㈯（抽選開始） （抽選開始） ＊午前のみ

12月27日㈰
12月28日㈪ 年末大売出し （抽選開始）

年末大売出し

12月29日㈫ 年末大売出し 業務納め 年末大売出し 業務納め 業務納め 業務納め 業務納め

12月30日㈬ 年末大売出し
午後５時まで

年末大売出し
業務納め 午後５時まで

12月31日㈭ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊

令和
３年1月1日㈮

1月2日㈯ 業務始め＊

1月3日㈰ 業務始め 業務始め＊

1月4日㈪ 業務始め
午後５時まで 午後６時まで

業務始め
午後５時まで

業務始め

1月5日㈫ 午後５時まで 午後６時まで 午後５時まで

1月６日㈬ 業務始め 業務始め 業務始め 業務始め 業務始め

＊午前中のみ営業
　となります。

営 業 日 休 業 日

ＪＡくしろ丹頂　年末年始日程表

・万一、交通事故が発生した時は、

◆人工授精業務、年末年始の対応について
・�12月31日及び1月2日の人工授精業務につきましては、午前9時30分ま
での受付分（厳守）対応となりますので、よろしくお願い致します。

ＪＡ共済事故受付センター

※フリーダイヤルは、携帯電話・ＰＨＳからもご利用いただけます。
電話料金は無料です。　公衆電話につきましては、電話をおかけになる時の10円は必要ですが、かけ終わると戻ります。

ジコは レッカーロードサービスはクミアイ クミアイ

ＪＡ共済サポートセンター

事故等の場合には レッカー移動や故障時の
応急対応が必要な場合には

０１２０-２５８-９３１ ０１２０-063-９３１


